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Abstract : For early realization of a low carbon society, low carbon technologies in pavement area are being developed actively.
They are, for instance, the materials whose CO, emission is reduced during the production, the technique that saves energy
consumption for construction works, and the technique that utilizes recycling materials. They are originally developed for the
improvement in construction efficiency, recycling performance, etc. however further carbon reduction is possible for such technology.
So, in this research, the development of further carbon reduction technology for pavement materials is attempted. Also, the
applicability and the evaluation method for these materials will be clarified.

The 2014 fiscal year is the forth year of this research. Studies contents are as follows: (1) the evaluation of the fundamental
physical characteristics of warm-mix asphalt binder, (2) the estimation of CO, emission of the new materials for WMA.

Key words : low-carbon society, paving materials, warm mix asphalt (WMA), thermal analysis, recycled hot mix asphalt, CO,
emission unit



	【要旨】
	1. はじめに
	低炭素社会の早期実現に向け、各方面でCOR2R削減技術・工法の開発が進められている。舗装分野においても、低炭素化に有効と考えられる技術が多数あり、材料の低炭素化、工事における低炭素化、資源有効利用による低炭素化など多様である。これら個々の舗装技術は、元々は施工効率の向上やリサイクル性能の向上などを主な目的として開発されてきており、COR2R削減の観点からの取り組みは十分とは言えない。
	そこで、本研究では舗装分野におけるCOR2R削減を目的として、舗装材料のさらなる低炭素化技術の開発を進めるとともに、より有効な利用や、確実な効果を得るために、適用範囲、評価方法などをあきらかにしていく。
	平成26年度は、①中温化剤を用いたアスファルトの基礎物性の把握、②新しく開発した中温化技術を適用したアスファルト混合物のCOR2R排出量の削減効果を明らかにした。
	2. 中温化アスファルトバインダの基礎物性に関する検討
	2.1 概要
	中温化技術とは、アスファルト混合物の製造および施工温度を従来よりも30℃以上低下させても、通常の加熱混合物と同等の作業性や締固め度などの性状を満足するものを指す。そのため、中温化アスファルト混合物の性状評価について、締固め性等の現場施工に即した結果を報告したものが多い。しかし、アスファルトバインダの性状変化については言及がなされておらず、広範囲の温度条件での系統的な測定もされていない。そこで本研究は、中温化剤によるアスファルトバインダの広範囲の温度条件での性状変化を把握することを目的として行った。...
	2.2 方法
	(1)熱分析
	表-1　実験に使用したベース試料の基本性状
	(2)粘弾性状試験(DSR試験)
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	・ アスファルトバインダの熱特性と物理性状を表す粘弾性状との間に相関が得られた。
	・ 開発した中温化剤により、COR2R排出量が低減された。特に、常温施工型の使用による削減効果が大きい。
	・ 再生混合物は、再生骨材配合率の増加に伴い、COR2R排出量が少なくなる。
	・ 再生混合物に対して中温化技術を適用することで、さらにCOR2R排出量の削減が見込まれる。
	参考文献
	1） 辻本他：中温化アスファルトバインダの熱特性と粘弾性状、舗装工学論文集、vol.19, 2014.
	2） 舗装委員会　舗装性能評価小委員会：舗装の環境負荷低減に関する算定ガイドブック，日本道路協会，2014.

